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狭 トラック単磁極ヘッドの記録磁界解析-2層媒体の裏打層が薄い場合一
松原 亮 金井 靖 (新潟工科大)
1 はじめに
単磁極ヘッド(SPT)と二層膜媒体を用いて,63.8Gb/in2なる面記録密度が実証された【1】.今後,100Gbnn2以上の面
密度を達成するためには,狭トラックで強力かつ急峻で隣接トラック-の漏れが少ない言磁 界,さらには良好な高周
波応答が求められている.我々は,トラック幅Twが 100nmで材料の飽和磁束密度Bsに達する言磁 界強度,2GHz
までは渦電流の影響を受けない高周波特性が実現可能であることを解析計算により示した[2].しかし,仮定した裏打
屈の厚さは600ru1であり,例えば言胡炭層厚と比べ非常に厚かった.本報告では,裏打層厚として,より現実的な100nm
を仮定し,単磁極ヘッドの吉詔諌磁界解析を行った.その結果,狭トラックでも,面内言詔還ヘッドに比べ明らかに優位性
のある,強力かつ急峻で隣接トラック-の漏れが少ない記録磁界が得られたので報告する.
2 解析方法一解析モデル
解析計算にはJMAG-Works(日本総合研究所製)を用い,
材料非線形性,渦電流を考慮し,マイクロマグネティクス,
材料の強磁性共鳴,磁気異方性,ヒステリシスおよび変位
電流を無視した.主要諸元は主磁極厚400mm,主磁極幅(ト
ラック幅)100nm,リターンパス厚3叩1,媒体厚20nm,
裏打層厚 100nm,磁気スペーシング20nmと設定した.仮
定した材料は,主磁極 :Bs-22kG,p-67LE2cm,L-1000
および裏打層 :B,-16kG,p-67トLf2cm,L-1000とし,記
録媒体はL-2とした.比較のため解析計算を行ったウェハ
ーレベルFIB什immedheadはトラック幅と材料をspTの諸
元に合わせ, 記録ギャップ長を60nmとした.
3 解析結果
Fig.1に,throatheight(TH)を0-500nmと変化させたときの,
トレー リングエッジにおける言誠磁 界勾配を示す.観測点は,
SPT:トラック中心,主磁極厚さの中央,先端 (ABS面)から
25nm;FIB:トラック中心,ギャップの中央,先端から25nm
とした.起磁力MMFは0.3Ar(Sp¶,0.5AT(FIB)である.ま
た,Fig.2にいろいろなトラック幅 (㌔ )に対する THを変化さ
せたときの各トラック幅における吉磁 界弓剣変を示す.これら
･から分かるように,SPTヘッドはT〕-100nmなる狭トラック
でも,THを短くすることによって強力な吉磁 界強度が得ら
れ,TH-Onmでは, メインポール先端に磁束が集中し, 材料
のBsを越える23kOeとなる.また,TH-Onmの場合, 記録
磁界勾配は最大で607(吉城 界弓鍍 -16.1kOe)となる.これ
らの値は面内記録ヘッドOTIB)と比較すると明らかに大きく,
SPTヘッドは裏打層が10nmと現実的な厚さであっても,保
磁力の大きな媒体に短い遷移長で記録可能であることを示し
ている.隣接トラック方向への漏れ磁界はTHが大きい方が小
さいが,TH-Onmでも面内記録ヘッド岬IB)と比べると優位性
があることがわかった.裏打層が60nmの場合と比べると,
同じ材料と構造を仮定した場合には記録磁界強度が低下する
ことは避けられない.しかし,飽和磁束密度の大きな材料を用
い,THを小さくすることにより,十分に大きな言誠磁 界が得
られることが分かる.
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